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社会福祉連携推進法人 日の出医療福祉グループ

NEWS RELEASE

【概要】
当グループは、2024年6月20日の社員総会・理事会にて、代表理事に大西 奉文（おおにし ともゆき）、
副代表理事に大西 浩介（おおにし ひろよし）の就任が決定しました。前代表理事の大西 壯司（おおにし たけし）
の意志を引継ぎ、さらなる「誰一人取り残さない社会」の実現をめざして取り組んで参ります。

【詳細】
当グループは、「日の出福祉会」「奉志会」「博愛福祉会」の3つを社員法人とする、介護・保育・医療などのサービスを

提供する共同事業体です。グループ理念に、“お客様のよろこび” “働く人のよろこび” “地域のよろこび” を掲げ、事
業を展開しています。

● 新代表理事（大西奉文）プロフィール:
日本大学医学部を卒業後、日本大学医学整形外科医局へ入局、その後Loma Linda大学（USA）へ留学。
1992年大西整形外科クリニック（現:大西メディカルクリニック）を開院し、医療法人社団 奉志会理事⾧、
日の出医療福祉グループ副代表を歴任。

● 新副代表理事（大西浩介）プロフィール:
早稲田大学商学部を卒業後、5年間自動車業界で勤務し、2005年にキング醸造株式会社に入社。
総務・営業・海外事業などを経験し、2019年に代表取締役社⾧に就任。

前代表理事（大西壯司）は、当グループの名誉代表に就任致しました。
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＜グループ全体＞
売上高 : 175億円（2022年度決算概算）
従業員数 : 約3,300人（2023年4月現在）
事業所数 : 約170か所（2023年4月現在）
事業内容 : 1.地域福祉支援業務 2.災害時支援業務 3.経営支援業務

4.人材確保等業務 5.物資等供給業務

【沿革】
2016年 7月 一般社団法人「日の出医療福祉グループ」を設立
2022年 8月 社会福祉連携推進法人に認定（兵庫県で初・全国で3番目の設立）

【社会福祉連携推進法人について】
2020年６月に公布された「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」に基づき、2022年
４月から、「社会福祉連携推進法人制度」が施行されました。社会福祉連携推進法人は、社会福祉法人等が社員と
なり、福祉サービス事業者間の連携・協働を図るための取組等を行う新たな法人制度です。

厚生労働省HP
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_20378.html

【使命】
当グループの使命は、地域の福祉向上をめざして、医療福祉サービスをすみずみまで届けることです。

地域福祉事業の展開、経営支援（特にICT推進）、外国人人材も含めた人材の確保、新卒者の人材確保など、連
携できる事業はさらに充実させながら、それぞれの法人の業務を支援して参ります。現在、インドネシア人材育成といった
国際的な事業展開にも取り組んでいます。このように1つの法人では難しいが複数の法人で連携すれば可能になるよう
な事業を通じて、地域貢献を果たしていきたいと考えています。

【今後】
医療福祉サービスをすみずみまで届けるために、「誰一人取り残さない」社会的セーフティーネットを構築していくという気

概を持って組織運営に取り組んで参ります。この想いは、国連が提唱するSDGｓの理念と一致します。社会福祉連携
推進法人は、私たちが実施している医療福祉事業において、持続可能でよりよい世界をめざすＳＤＧｓを推進するた
めに最適な形だと考えています。
今後は当グループに参画頂ける社会福祉法人を増やし、当グループが蓄積したノウハウやブランド力を事業運営に活か

して一体となって成⾧していくことをめざします。
そして、「誰一人取り残さない社会」を作るためのトップランナーとして取り組んで参ります。


